
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）
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事業名 事業 事業
一般国道１５１号 落合～新野バイパス 区分 一般国道 主体 長野県

おちあい に い の

起終点 自：長野県下伊那郡阿南町巾川 延長
し も い な あなんちょうはばかわ

至：長野県下伊那郡阿南町新野 ７．６km
し も い な あなんちょうに い の

事業概要
一般国道１５１号は、長野県飯田市から愛知県豊橋市に至る延長約１３１ｋｍの幹線道路である。

、 、 ． 。落合～新野バイパスは 幅員狭小 線形不良部分の解消を目的とした延長７ ６kmの２車線道路である
Ｓ４９年度事業化 都市計画決定 なし Ｓ５０年度用地着手 Ｓ５１年度工事着手

全体事業費 約１６６億円 事業進捗率 ８３％ 供用済延長 ５．９km
計画交通量 ５，１００ 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業/(事業全体))
分析結果 ３０ ／ ４８ 億円 ４９ ／ ４９ 億円

１．０ 事 業 費：28/ 45 平成１５年(事業全体) 億円 走行時間短縮便益：５３/５３億円
億円 走行費用減少便益：－３/－３億円(残事業) １．６ 維持管理費： 2/ 2

交通事故減少便益：ー２/ー２億円
事業の効果等

・国土・地域ネットワークの構築（大型車のすれ違い困難区間を解消する)
・災害への備え（長野県地域防災計画の地震防災対策強化地域の緊急輸送路に位置づけられている）

他３項目に該当（定量的評価項目を除く）
関係する地方公共団体等の意見

阿南町をはじめとする関係１町６村の議会議長で構成する下伊那南部知久議員会より事業促進の要望
（平成１６年１月２０日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

当該地区において国道１５１号は 「祭り街道」となずけられ、地域の文化をはぐくむ道としても重、
要な役割を果たし、地域と一体となった道造りがなされている。

事業の進捗状況、残事業の内容等
現在までに５．９ｋｍが供用済み。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
用地買収はほぼ完了。残工事は既に着手済みの巾川トンネルのみであり、当初の予定より１年早い

平成１７年度全線開通予定である。
施設の構造や工法の変更等

トンネルの排水構造物を見直し、コスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、残区間を整備することにより、当初の目的が達成されると考えられる。
事業概要図

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※事業全体の費用便益は、既供用区間を除く区間を対象とした費用便益分析を行っている。
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